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わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
闘
う
労
働

者
、
労
働
組
合
の
国
際
主
義
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

わ
れ
わ
れ
の
課
題

半
世
紀
前
の
１
９
６
０
年
代
か
ら

70
年
代
前
半
の
高
度
経
済
成
長

期
、
日
本
の
労
働
組
合
は
年
平
均

10
％
以
上
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ

て
い
た
。
し
か
し
同
時
期
に
、
民

間
大
単
産
の
指
導
部
が
政
府
独
占

の
攻
撃
の
も
と
労
資
協
調
の
右
派

に
占
め
ら
れ
て
い
き
、
そ
れ
が
75

年
以
降
の
「
減
量
経
営
」
期
の
徹

底
し
た
左
派
排
除
、
80
年
代
の
国

労
つ
ぶ
し
、
総
評
解
体
と
労
働
戦

線
の
右
翼
的
再
編
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

賃
上
げ
闘
争
は
重
要
だ
。
そ
の
こ

と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
し
か

し
、
ど
の
よ
う
な
労
働
組
合
を
組

織
し
闘
う
の
か
が
、
決
定
的
に
重

要
だ
。
職
場
の
仲
間
と
語
り
合

い
、
職
場
生
産
点
を
基
礎
に
賃
金

要
求
や
生
活
改
善
要
求
を
練
り
上

げ
組
織
し
よ
う
。
賃
金
闘
争
を
闘

う
な
か
で
、
多
く
の
労
働
者
の
労

働
組
合
へ
の
団
結
と
、
階
級
志
向

の
・
闘
う
労
働
組
合
の
建
設
、
再

建
を
め
ざ
そ
う
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
労
働
三
権
、

と
り
わ
け
ス
ト
権
を
行
使
す
る
こ

と
な
し
に
、
労
働
者
の
要
求
実
現

は
不
可
能
だ
。
こ
こ
数
年
で
復
活

し
て
き
た
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
お
う

と
い
う
流
れ
を
さ
ら
に
強
め
よ

う
。
要
求
実
現
の
た
め
に
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
え
る
体
制
を
つ
く
り
あ

げ
、
反
戦
平
和
闘
争
や
憲
法
改
悪

を
阻
止
す
る
運
動
を
、
わ
れ
わ
れ

の
主
戦
場
で
あ
る
職
場
生
産
点
を

基
礎
と
し
て
構
築
し
て
い
こ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
や
は

り
、
戦
闘
的
、
階
級
的
な
労
働
運

動
の
指
導
部
の
再
建
こ
そ
が
焦
眉

の
課
題
だ
。
こ
の
課
題
を
手
放
さ

な
い
、
志
あ
る
労
働
者
、
活
動

家
、
労
働
組
合
の
交
流
と
結
集
を

強
め
た
い
。

国
際
メ
ー
デ
ー
１
３
８
周
年
万

歳
！

�

【
吉
良
寛
・
自
治
体
労
働
者
】

サ
ロ
ニ
キ
の
二
大
水
道
公
社
の
12

年
に
わ
た
る
民
営
化
反
対
闘
争
が

勝
利
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
電
気
自
動
車
の
テ
ス
ラ
資
本

（
反
組
合
の
イ
ー
ロ
ン
‐
マ
ス

ク
！
）
が
自
動
車
整
備
士
の
労
働

条
件
に
関
す
る
労
働
協
約
締
結
を

拒
否
し
た
こ
と
に
対
し
て
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
っ
て
い
る
。
特
筆
す
べ

き
は
、
当
該
の
金
属
産
業
労
働
組

合
（
Ｉ
Ｆ
メ
タ
ル
）
は
も
と
よ

り
、
港
湾
労
働
者
が
テ
ス
ラ
車
の

荷
下
ろ
し
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
郵
便

労
働
者
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

配
達
を
拒
否
、
電
機
労
組
が
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
拒
否
と
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の

労
働
組
合
が
総
力
を
挙
げ
て
テ
ス

ラ
と
闘
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
ア
メ

リ
カ
で
は
全
米
自
動
車
労
組
（
Ｕ

Ａ
Ｗ
）
が
大
手
３
社
に
対
す
る
６

週
間
に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争

で
勝
利
し
、
４
年
半
で
25
％
の
賃

上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
。
同
時
に
、

よ
り
重
要
な
成
果
は
、
賃
金
を
イ

ン
フ
レ
率
と
連
動
さ
せ
る
生
計
費

調
整
の
復
活
、
二
層
賃
金
制
度

（
２
０
０
７
年
以
降
の
新
規
雇
用

者
の
賃
金
は
低
く
設
定
さ
れ
て
い

た
）
の
廃
止
、
臨
時
工
の
正
社
員

化
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
だ
。

３
月
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
フ
ェ
イ
ン
会
長

が
、
連
合
・
自
動
車
総
連
に
で
は

な
く
、
全
労
連
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。「
米
国
の
労
働

者
が
搾
取
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
労

働
者
が
搾
取
に
苦
し
む
の
も
時
間

の
問
題
で
す
」「
資
本
に
国
境
は

あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
に
も
国
境

は
な
い
は
ず
で
す
。
‥
立
ち
上
が

っ
て
い
る
全
労
連
と
労
働
者
の
み

な
さ
ん
に
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
連
帯
し
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
み
な

さ
ん
の
闘
い
は
わ
た
し
た
ち
の
闘

い
で
す
。
企
業
経
営
者
に
目
に
も

の
見
せ
て
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
。

ョ
ブ
型
雇
用
」
へ
の
移
行
や
「
円

滑
な
労
働
移
動
」
に
親
和
的
な
賃

金
体
系
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

連
合
集
計
で
３
０
０
人
未
満
の
中

小
組
合
の
賃
上
げ
は
１
万
２
１
７

０
円
増
、
４
・
75
％
増
と
、
大
企

業
と
中
小
の
賃
金
格
差
も
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
い
る
。
非
正
規
労
働

者
は
ど
う
か
。
連
合
集
計
で
は
、

有
期
・
短
時
間
・
契
約
等
労
働
者

は
加
重
平
均
で
時
給
66
・
44
円
、

月
給
１
万
３
４
４
２
円
増
で
、
引

上
げ
率
は
そ
れ
ぞ
れ
６
・
08
％
、

５
・
98
％
と
過
去
最
大
と
な
っ
た

が
、
絶
対
額
で
は
平
均
で
な
お
正

社
員
の
７
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
連
合
集
計
の
ほ

と
ん
ど
は
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
に
組

織
さ
れ
た
短
時
間
労
働
者
だ
。
大

多
数
の
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

は
、
依
然
と
し
て
最
低
賃
金
に
は

り
つ
い
た
ま
ま
だ
。

政
府
・
独
占
は
23
春
闘
に
引
き
続

き
「
ベ
ア
容
認
」
の
旗
を
振
っ

た
。
岸
田
政
権
は
こ
の
賃
上
げ
と

訪
米
、
さ
ら
に
６
月
の
所
得
税
減

税
で
解
散
総
選
挙
を
乗
り
切
る
腹

づ
も
り
だ
。
独
占
資
本
は
独
占
資

本
で
「
経
済
の
好
循
環
」
が
生
み

出
す
で
あ
ろ
う
将
来
の
利
益
拡
大

を
見
越
し
て
、
蓄
積
の
ほ
ん
の
一

部
を
吐
き
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
賃
上
げ
が
、
全
体
と
し
て
は

「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
資
本
家
階

級
的
な
打
開
、
長
期
的
な
企
業
利

潤
の
確
保
と
拡
大
と
い
う
日
本
独

占
の
意
図
に
沿
っ
た
、
政
労
資
一

体
の
「
官
製
春
闘
」
の
文
脈
で
実

現
し
て
い
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ

は
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
の
労
働
者
は
闘
っ

て
い
る

世
界
の
労
働
組
合
、
労
働
者
は
ス

ト
ラ
イ
キ
で
闘
っ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
ア
テ
ネ
と
テ
ッ

め
こ
ん
で
き
た
か
、
だ
れ
の
目
に

も
明
ら
か
だ
。
４
月
16
日
の
連
合

第
４
回
集
計
で
は
、
賃
上
げ
回
答

は
定
昇
込
み
加
重
平
均
で
１
万
５

７
８
７
円
、
５
・
20
％
と
な
り
、

昨
年
同
時
期
比
で
４
７
６
５
円
、

１
・
51
ポ
イ
ン
ト
の
増
。
33
年
ぶ

り
の
５
％
超
え
と
な
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
賃
上
げ
の
成
果
は

成
果
と
し
て
評
価
す
る
。
こ
の
間

の
中
小
労
働
組
合
の
闘
い
が
部
分

で
は
あ
れ
反
映
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
の
４
月

４
日
時
点
の
調
査
で
は
、
傘
下
の

１
４
８
組
合
が
の
べ
１
７
３
回
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
て
い
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
企
業
意
識

調
査
で
は
、
賃
金
改
善
が
「
あ

る
」
企
業
は
59
・
７
％
で
３
年
連

続
の
増
加
だ
っ
た
。「
あ
る
」
の

理
由
と
し
て
「
労
働
力
の
定
着
・

確
保
」
が
75
・
３
％
で
最
も
高
か

っ
た
ほ
か
、「
同
業
他
社
の
賃
金

動
向
」
が
一
昨
年
比
６
・
９
ポ
イ

ン
ト
増
、
前
年
比
３
・
０
ポ
イ
ン

ト
増
の
25
・
３
％
だ
っ
た
。
ス
ト

な
し
の
「
集
団
的
物
乞
い
」
の
域

を
出
な
い
労
働
組
合
が
ま
だ
多
数

で
あ
っ
て
も
、
賃
金
闘
争
の
効
果

は
一
企
業
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
５
％
程
度
の
賃
上
げ
で

は
実
質
賃
金
の
低
下
に
歯
止
め
は

か
か
ら
ず
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む

労
働
者
人
民
の
生
活
は
改
善
さ
れ

な
い
。

そ
も
そ
も
、
多
く
の
企
業
は
人
材

獲
得
競
争
の
も
と
賃
上
げ
原
資
を

初
任
給
や
若
年
層
の
賃
金
に
厚
く

配
分
し
て
い
る
。
40
代
以
降
の
中

堅
・
中
高
年
労
働
者
の
手
取
り
は

ほ
と
ん
ど
増
え
な
い
。
結
果
、
全

体
と
し
て
賃
金
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ

ト
化
＝
年
功
賃
金
体
系
の
破
壊
が

ま
す
ま
す
進
み
、
い
わ
ゆ
る
「
ジ

４
月
10
日
に
行
な
わ
れ
た
日
米
首

脳
会
談
の
共
同
声
明
で
、
バ
イ
デ

ン
と
岸
田
は
、
米
軍
と
自
衛
隊
の

「
作
戦
及
び
能
力
の
シ
ー
ム
レ
ス

な
統
合
」、
米
英
豪
の
対
中
軍
事

同
盟
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
と
日
本
の
協

力
、
武
器
輸
出
全
面
解
禁
と
軍
需

産
業
の
強
化
、
日
米
ミ
サ
イ
ル
共

同
開
発
・
共
同
生
産
等
々
を
打
ち

出
し
、
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
展

望
し
つ
つ
、
米
帝
国
主
義
の
事
実

上
の
指
揮
下
で
米
日
が
手
を
携
え

て
対
中
戦
争
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
を
宣
言
し
た
。
日
米
軍
事
同
盟

が
新
た
な
段
階
へ
飛
躍
的
に
強
化

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

労
働
者
人
民
は
、
利
潤
を
求
め
て

戦
争
に
突
き
進
む
米
日
帝
国
主
義

の
策
動
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

過
酷
な
長
時
間
労
働
が
当
た
り
前

だ
っ
た
19
世
紀
後
半
、
８
時
間
労

働
制
を
求
め
て
米
国
各
地
の
労
働

者
が
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
に

立
ち
上
が
っ
た
１
９
８
６
年
５
月

１
日
が
メ
ー
デ
ー
の
起
源
だ
。
第

２
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
呼
び

か
け
た
１
８
９
０
年
の
第
１
回
国

際
メ
ー
デ
ー
は
「
戦
争
に
対
す
る

闘
争
を
！
」「
常
備
軍
を
廃
止
せ

よ
！
」「
８
時
間
労
働
制
を
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
行
な
わ

れ
た
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、わ
れ
わ
れ

日
本
の
労
働
者
人
民
に
と
っ
て
ま

さ
し
く
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。今

春
闘
の
情
勢
を
ど
う

見
る
か

３
月
13
日
の
集
中
回
答
日
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
は
こ
と
さ
ら
に
各
社
の

「
満
額
回
答
」
を
報
じ
た
。
日
本

製
鉄
に
至
っ
て
は
組
合
の
ベ
ア
要

求
３
万
円
を
上
回
る
３
万
５
０
０

０
円
の
回
答
だ
っ
た
。
こ
の
20

年
、
い
か
に
大
企
業
が
儲
け
を
た

Googleの技術労働者は自分たちの技術がイスラエルのアパルトヘイト政策に使われていることに抗議し
ニューヨーク本社10階の共有スペースで座り込みを行なった（４月６日）。関連記事＝９面Google労働者はジェノサイドに反対する！

国
際
メ
ー
デ
ー
１
３
８
周
年
に
あ
た
っ
て

闘
う
労
働
組
合
を
建
設
し
団
結
し
て
闘
お
う

労
働
者
人
民
は
戦
争
へ
の
加
担
を
拒
否
す
る


